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寄
　
稿

　

令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
度
に
は
未
明
生
誕
１
４
０
周
年
の
記
念
事
業
が
行
わ
れ

た
。
記
念
事
業
の
基
本
方
針
は
、
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
冬
に
お
お
よ
そ
定
ま
っ

て
い
た
。
そ
の
方
針
は
未
明
を
愛
す
る
市
民
グ
ル
ー
プ
等
で
構
成
さ
れ
る
小
川
未
明

連
絡
会
議
で
提
案
・
承
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
骨
子
は
次
の
５
点
で
あ
る
。

①　

未
明
の
再
評
価

②　

生
誕
１
５
０
年
を
見
据
え
た
集
団
作
り　
　

 

③　

各
団
体
の
活
動
取
組
み
に
関
す
る
総
括

④　

新
し
い
取
組
み
の
拡
充　

 

⑤　

地
域
振
興

　

①
は
過
去
10
年
程
の
未
明
研
究
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
何
が
分
か
っ
た
の
か
を
整
理

し
、
再
評
価
の
機
運
を
醸
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
②
は
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー

プ
単
位
で
未
明
顕
彰
を
行
う
の
で
は
な
く
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
げ
、
協
働
す
る
こ

と
で
よ
り
一
層
の
力
を
発
揮
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
未
明
フ
ァ
ン
や
研
究
者
の

す
そ
野
を
拡
げ
る
た
め
に
、
市
内
関
係
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
、
市
外
県
外
の
関
係
団

体
と
の
連
携
、
国
内
外
の
研
究
者
と
の
連
携
な
ど
に
留
意
し
よ
う
と
し
た
。
③
は
各

団
体
が
自
己
の
組
織
活
動
の
再
点
検
を
行
い
、
そ
の
あ
り
よ
う
を
確
認
す
る
こ
と
で

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
④
は
各
団
体
が
未
明
生
誕
１
４
０
年
の
周
年

を
機
に
取
組
み
を
拡
充
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
⑤
は
人
口
減
少
と
高
齢
化
が

進
む
地
方
都
市
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
。

　

以
上
の
方
針
の
も
と
、
小
川
未
明
連
絡
会
議
で
は
27
の
事
業
を
企
画
し
た
。
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
１
事
業
（
夏
休
み
開
催
予
定
で
あ
っ
た

「
子
供
た
ち
と
読
む
未
明
童
話
」）
を
除
き
、
26
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
主
な
新
企

画
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

４
月　

生
誕
祭
（
幸
町
の
生
誕
の
碑
前
で
献
花
式
を
行
い
、
講
演
会
等
を
開
催
）

５
月　

詩
碑
・
石
塔
除
幕
式
（
幸
町
の
生
家
跡
地
に
詩
碑
・
石
塔
を
設
置
）

未
明
生
家
周
辺
散
歩
（
生
家
周
辺
の
未
明
ゆ
か
り
の
地
を
案
内
）

７
月　

未
明
顕
彰
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
前
島
密
・
坂
口
謹
一
郎
・
小
林
古
径
の
顕
彰
団

体
を
招
い
て
今
後
の
未
明
顕
彰
の
あ
り
方
を
協
議
）

10
月　

未
明
春
日
山
周
辺
散
歩
（
春
日
山
周
辺
の
未
明
ゆ
か
り
の
地
を
案
内
）

未
明
生
誕
１
４
０
周
年
記
念
展
（
小
川
家
が
所
蔵
す
る
貴
重
な
未
明
ゆ
か

り
の
品
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、
未
明
文
学
の
全
容
を
資
料
や
写
真
で
紹

介
す
る
特
別
展
を
開
催
）

11
月　

自
由
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
「
小
川
未
明
」
表
彰
式
（
優
秀
作
を
未
明
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
表
彰
）

市
民
音
楽
劇
「
月
の
明
る
い
夜
に
」（
未
明
童
話
の
「
月
」
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
音
楽
劇
）

12
月　

未
明
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
未
明
文
学
に
造
詣
の
深
い
有
識
者
を
招
き
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
）

２
月　

未
明
文
学
館
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
（
文
学
館
収
蔵
庫
の
貴
重
資
料
等
を

見
学
す
る
ツ
ア
ー
）

　

他
に
、
毎
年
恒
例
の
未
明
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
11
月
に
開
催
、
県
内
小
学
生
対
象

の
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
と
朗
読
、
市
内
中
学
生
に
よ
る
「
野
薔
薇
」
創

未
明
生
誕
１
４
０
周
年

　
  　

　

記
念
事
業
を
振
り
返
る

小
埜
　
裕
二

（
上
越
教
育
大
学
教
授
・

小
川
未
明
文
学
館
専
門
指
導
員
）
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作
朗
読
劇
、
創
作
フ
ラ
メ
ン
コ
の
公
演
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
小
川
未
明
文
学
館
で

は
上
記
事
業
の
他
、
こ
ど
も
祭
や
朗
読
研
修
会
、
童
話
創
作
講
座
、
文
学
館
講
座
、

特
集
展
示
、
未
明
童
話
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
上
映
会
等
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
高
田
文

化
協
会
刊
行
の
「
文
芸
た
か
だ
」
誌
で
は
未
明
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
等
が
掲
載
さ
れ
、

表
紙
に
は
市
内
高
校
の
美
術
部
生
徒
に
よ
る
未
明
ゆ
か
り
の
絵
が
飾
ら
れ
た
。
上
越

教
育
大
学
附
属
中
学
校
で
は
、「
岩
手
の
中
学
生
と
郷
土
の
作
家
の
魅
力
を
伝
え
合

お
う
」「
未
明
作
品
を
劇
化
し
よ
う
」
と
い
う
未
明
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
学
年
全
体
で

展
開
、
メ
デ
ィ
ア
に
注
目
さ
れ
た
。

　

小
川
未
明
連
絡
会
議
が
企
画
・
実
施
し
た
事
業
の
他
に
も
、
未
明
関
連
の
講
演
会

や
講
座
が
生
誕
1
４
０
周
年
に
あ
わ
せ
て
各
地
で
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
小
川
未
明
文

学
館
が
開
館
に
際
し
て
刊
行
し
た
図
録
（
２
０
０
６
年
）
が
生
誕
1
４
０
周
年
に
あ

わ
せ
て
一
新
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
未
明
研
究
と
顕
彰
が
後
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の
『
小

川
未
明
文
学
館
図
録　

新
編
小
川
未
明
の
世
界
』（
２
０
２
２
年
10
月
）
に
は
、
杉

み
き
子
先
生
の
巻
頭
エ
ッ
セ
イ
の
他
、
宮
川
健
郎
氏
、
小
川
英
晴
氏
、
東
雅
夫
氏
、

広
松
由
希
子
氏
の
各
文
章
が
載
せ
ら
れ
、
新
し
い
研
究
成
果
等
が
資
料
編
の
年
譜
や

コ
ラ
ム
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

未
明
生
誕
１
４
０
周
年
の
記
念
事
業
を
通
じ
て
、
未
明
の
童
話
や
小
説
、
発
言
や

行
動
に
込
め
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
意
味
や
芸
術
作
品
と
し
て
の
質
の
高
さ
や
面
白

さ
が
伝
わ
り
、
未
明
作
品
を
愛
す
る
人
が
増
え
、
未
明
を
愛
す
る
人
が
未
明
の
ふ
る

さ
と
を
愛
し
、
町
づ
く
り
や
人
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
幸
い
で
あ
る
。

１
４
０
周
年
の
記
念
事
業
の
意
義
と
し
て
は
、
市
民
の
多
く
が
未
明
に
関
心
を
寄
せ

て
下
さ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
生
誕
祭
、
除
幕
式
、
顕
彰
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
市
民

音
楽
劇
等
、
新
し
い
取
組
み
は
そ
の
都
度
メ
デ
ィ
ア
で
周
知
さ
れ
、
報
道
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
各
市
民
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
閉
じ
た
形
で
活
動
を
行
っ
て
き
た
が
、
記

念
事
業
で
は
顕
彰
活
動
を
開
い
た
形
で
行
い
、
互
い
に
連
携
し
な
が
ら
大
き
な
事
業

を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
点
も
特
筆
さ
れ
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、
未
明
顕
彰
の
各
事
業
の
成
果
が
、
県
内
県
外
へ
と
大
き
く
波
及

す
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
郷
土
作
家
へ
の
注
目
が
郷
土

の
人
の
自
己
満
足
に
お
わ
ら
な
い
よ
う
、
顕
彰
活
動
の
意
識
は
常
に
外
部
へ
開
か
れ
、

広
い
視
野
で
展
開
さ
れ
る
よ
う
努
め
た
い
。
12
月
に
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

韓
国
か
ら
教
授
を
招
き
、「
韓
国
に
お
け
る
小
川
未
明
」
に
つ
い
て
話
を
し
て
も

ら
っ
た
。
海
外
の
視
点
は
、
日
本
に
お
け
る
未
明
評
価
を
更
新
さ
せ
る
機
会
と
な
る

と
と
も
に
、
未
明
文
学
が
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
射
程
を
も
つ
こ
と
を
喚
起
す
る
で
あ
ろ

う
。

　

生
誕
1
５
０
周
年
に
向
け
て
は
、
次
の
こ
と
を
方
針
と
し
て
目
指
し
た
い
。

①　

研
究
・
研
究
書
・
研
究
者
の
拡
充

②　

県
外
・
国
外
愛
好
者
の
拡
充

③　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充

④　

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
と
展
開

⑤　

中
国
語
訳
・
韓
国
語
訳
等
の
作
品
集
の
刊
行

⑥　

未
明
文
学
の
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
化
（
音
楽
や
マ
ン
ガ
、
絵
画
、
演
劇
等
に
）

⑦　

生
家
の
再
建

⑧　

小
川
未
明
文
学
館
展
示
室
の
拡
大

⑨　

小
川
未
明
新
収
小
説
集
・
随
想
集
の
刊
行
（
全
集
の
完
備
）

⑩　

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

⑪　

市
を
あ
げ
て
の
組
織
的
発
信

　

生
誕
1
４
０
周
年
で
は
多
く
の
人
の
協
力
を
得
た
。
上
越
市
文
化
振
興
課
の
皆
さ

ん
や
小
川
未
明
連
絡
会
議
の
皆
さ
ん
の
熱
い
想
い
、
理
解
と
協
力
な
し
に
は
こ
の
記

念
事
業
は
成
功
し
な
か
っ
た
。
先
日
、
小
川
未
明
連
絡
会
議
は
、〈
連
絡
〉
よ
り

〈
連
携
〉
を
重
視
す
る
会
へ
と
組
織
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、
名
称
を
「
日
本
近
代
童

話
の
父　

小
川
未
明
顕
彰
会
」
と
変
え
、
新
組
織
を
発
足
さ
せ
た
。
新
事
業
と
し
て

始
め
た
生
誕
祭
も
、
今
年
２
回
目
の
開
催
を
迎
え
た
。
生
誕
１
４
０
周
年
に
蒔
い
た

種
は
、
大
事
に
育
て
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
未
明
生
誕
１
５
０
周
年
記
念
事
業
に

向
け
て
足
ぶ
み
を
し
て
い
る
ひ
ま
は
な
い
。



4

　

令
和
４
年
度
は
小
川
未
明
が
生
ま
れ
て
か
ら
１
４
０
年
の
記

念
の
年
で
し
た
。
一
年
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
、
多

く
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

特
別
展

第
30
回
小
川
未
明
文
学
賞
展

会
期　

令
和
４
年
４
月
２
日（
土
）~
５
月
８
日（
日
）

会
場　

小
川
未
明
文
学
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

小
川
未
明
文
学
館

第
30
回
小
川
未
明
文
学
賞
の
応
募
作
品
５
５
３
編
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
、
大
賞
・
優
秀
賞
の
受
賞
者
の
声
と
そ
の
作
品
を
紹

介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
の
学
研
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
た
贈
呈

式
の
様
子
、
こ
れ
ま
で
の
大
賞
受
賞
者
と
そ
の
作
品
、
今
回
の

最
終
選
考
ま
で
残
っ
た
作
品
の
講
評
、
書
籍
化
さ
れ
た
第
29
回

大
賞
受
賞
作
品
『
屋
根
に
上
る
』
の
校
正
原
稿
（
学
研
プ
ラ
ス

提
供
）
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
入
場
者
数
１
５
２
６
人
。

未
明
生
誕
祭

日
時　

令
和
４
年
４
月
２
日（
土
）
14
時
~
16
時

会
場　

未
明
生
家
跡
地
・
町
家
交
流
館
高
田
小
町
多
目
的
室

主
催　

小
川
未
明
研
究
会

「
未
明
生
誕
の
地
」
碑
前
で
献
花
・
献
酒
を
行
い
、
生
誕

1
４
０
周
年
を
祝
っ
た
ほ
か
、
未
明
生
家
跡
地
に
設
置
し
た
案

内
板
の
紹
介
、
記
念
ス
ピ
ー
チ
、
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

第
１
部　

献
花
式　

来
賓
祝
辞
：
髙
野
恒
男
氏
（
幸
町
町
内
会

長
）、
献
花
：
高
波
昭
子
氏
、
浅
井
悠
子
氏
、
献
酒
：
丸
山
澄

男
氏
、
河
村
一
美
氏
。

第
２
部　

案
内
板
紹
介
（
未
明
生
家
跡
地
）　

案
内
板
紹
介
：

小
島
清
介
氏
（
㈱
小
島
塗
装
店
代
表
）。

第
３
部　

記
念
ス
ピ
ー
チ
：
丸
山
澄
男
氏
、
伊
藤
笑
心
氏
（
上

教
大
附
属
中
１
年
）。
記
念
講
演
：
「
ふ
る
さ
と
が
与
え
た
も

の
」
小
埜
裕
二
氏
。
参
加
者
数
43
人

小
川
未
明
生
誕
１
４
０
周
年
記
念
事
業

報
　
告
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詩
碑
・
石
塔
除
幕
式
と
未
明
生
家
周
辺
散
歩

日
時　

令
和
４
年
５
月
７
日（
土
）
14
時
~
16
時

会
場　

未
明
生
家
跡
地
及
び
生
家
周
辺

主
催　

小
川
未
明
研
究
会

未
明
生
誕
１
４
０
周
年
を
記
念
し
、
未
明
生
誕
の
地
の
旧
畑

地
に
、
新
た
に
建
立
し
た
詩
碑
並
び
に
東
京
都
高
円
寺
の
未
明

旧
居
地
か
ら
移
築
し
た
石
塔
の
除
幕
式
と
、
未
明
生
家
周
辺
散

歩
を
行
い
ま
し
た
。
詩
碑
に
刻
ん
だ
文
字
は
未
明
自
身
の
手
蹟

に
よ
る
「
弱
き
者
の
為
に
立
ち　

代
弁
な
き
者
の
た
め
に
起
つ　

我
こ
れ
を
藝
術
の
信
條
と
な
す
」。
未
明
生
家
周
辺
散
歩
で
は
、

当
時
の
関
係
資
料
や
未
明
の
文
章
を
集
め
た
資
料
を
配
布
し
、

生
家
の
配
置
や
未
明
が
通
っ
た
私
塾
、
遊
ん
だ
鐘
楼
等
を
案
内

し
ま
し
た
。

第
１
部　

詩
碑
・
石
塔
除
幕
式　

除
幕
・
来
賓
祝
辞
：
中
川
幹

太
上
越
市
長
、
小
川
英
晴
氏
（
詩
人
・
小
川
未
明
令
孫
）、
高

野
恒
男
氏
（
幸
町
町
内
会
長
）、
小
島
清
介
氏
（
㈱
小
島
塗
装

店
代
表
、
石
塔
保
管
者
）。

第
２
部　

未
明
生
家
周
辺
散
歩　

案
内
・
解
説
：
小
埜
裕
二
氏
。

参
加
者
数
40
人
。

小
川
未
明
文
学
館
こ
ど
も
祭

日
時　

令
和
４
年
５
月
14
日（
土
）
10
時
~
16
時

会
場　

小
川
未
明
文
学
館

主
催　

小
川
未
明
文
学
館

子
ど
も
た
ち
に
未
明
童
話
や
文
学
館
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た

め
、
こ
ど
も
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
を
「
小
川
未
明
生
誕
1
４
０
周
年
」
と
し
、
未
明
と

ふ
る
さ
と
上
越
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
ク
イ
ズ
に
答
え
た
り
、

文
学
館
で
配
布
し
て
い
る
未
明
童
話
冊
子
を
綴
じ
る
た
め
の
表

紙
作
り
を
し
た
り
し
て
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
普
段
は
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
未
明
の
部
屋
」
で
、

自
作
の
丸
眼
鏡
を
か
け
て
羽
織
を
着
、
ペ
ン
を
持
っ
て
未
明
に

な
り
き
っ
て
写
真
撮
影
。
そ
の
場
で
写
真
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。
参
加
者
数
１
２
２
人
。

上
越
教
育
大
学
附
属
中
学
校　
未
明
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

令
和
４
年
６
月
、
11
月

上
越
教
育
大
学
附
属
中
学
校

６
月
に
は
「
岩
手
の
中
学
生
と
郷
土
の
作
家
の
魅
力
を
伝
え

合
お
う
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
岩
手
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学

校
の
生
徒
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
、
小
川
未
明
と
宮
沢
賢
治
の

童
話
の
魅
力
を
そ
れ
ぞ
れ
が
伝
え
合
う
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

11
月
に
は
「
未
明
作
品
を
劇
化
し
よ
う
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、

未
明
の
「
野
薔
薇
」
を
生
徒
た
ち
が
脚
色
し
、
朗
読
劇
に
す
る

活
動
を
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
有
志
グ
ル
ー
プ
が
未
明
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
自
ら
の
朗
読
劇
を
披
露
し
ま
し
た
。
上
越
教
育
大

学
附
属
中
学
校
の
取
組
み
が
評
価
さ
れ
、
自
由
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
「
小
川
未
明
」
の
特
別
賞
を
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
た
岩

舩
尚
貴
教
諭
と
草
間
啓
教
諭
が
受
賞
し
ま
し
た
。
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報
　
告

小
川
未
明
研
究
会
オ
ー
プ
ン
デ
イ

１
回
目
:
令
和
４
年
６
月
４
日（
土
）
14
時
~
16
時

２
回
目
:
令
和
４
年
11
月
５
日（
土
）
14
時
~
16
時

　

会
場　

町
家
交
流
館
高
田
小
町
多
目
的
室

　

主
催　

小
川
未
明
研
究
会

小
川
未
明
研
究
会
は
未
明
生
誕
１
４
０
周
年
を
記
念
し
、
多

く
の
市
民
に
未
明
文
学
の
面
白
さ
と
意
義
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
研
究
会
を
一
般
公
開
し
、
２
回
に
わ
た
っ
て
テ
ー
マ
を
定

め
、
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
し
た
。
１
回
目
の
テ
ー
マ
は
、

「
弱
き
者
の
為
に
起
ち
」。
未
明
が
生
き
た
時
代
や
未
明
の
生

い
立
ち
等
を
踏
ま
え
、
弱
い
者
に
寄
り
添
お
う
と
し
た
未
明
文

学
の
特
徴
を
解
説
。
参
加
者
数
26
人
。
２
回
目
の
テ
ー
マ
は

「
童
話
「
初
夏
の
空
で
笑
う
女
」
を
読
む
」。
若
い
女
性
の
自

由
と
自
立
を
描
い
た
未
明
童
話
を
解
説
。
参
加
者
数
24
人
。
講

師
は
２
回
と
も
小
埜
裕
二
氏
。

朗
読
研
修
会

1
回
目
:
令
和
４
年
６
月
25
日（
土
）
14
時
~
16
時

２
回
目
:
令
和
４
年
７
月
９
日（
土
）
14
時
~
16
時

３
回
目
:
令
和
４
年
７
月
16
日（
土
）
14
時
~
16
時
30
分

　

会
場　

高
田
城
址
公
園
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
研
修
室

　

主
催　

小
川
未
明
文
学
館

橘
由
貴
氏
（
朗
読
療
法
士
・
ヴ
ォ
イ
ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）
を

講
師
に
、
朗
読
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
基
本
的
な
声
の
作
り
方
や
表
現
力
の
磨
き
方
、
発

声
練
習
の
大
切
さ
を
学
び
、「
聴
き
手
の
心
に
届
く
朗
読
を
す

る
に
は
」
と
い
う
講
義
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
次
に
発
声
練
習

や
開
口
訓
練
を
行
い
、
そ
の
後
、
未
明
童
話
「
黒
い
人
と
赤
い

そ
り
」（
大
正
11
年
）
を
題
材
に
し
た
実
践
的
な
朗
読
で
、
講

師
か
ら
個
々
に
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
講
師
の
朗
読
を

聴
き
、
受
講
者
の
今
後
の
朗
読
練
習
の
参
考
に
し
ま
し
た
。
受

講
者
数
27
人
。

自
由
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

募
集
期
間　

令
和
４
年
７
月
１
日（
金
）~
９
月
19
日（
月
・
祝
）

　
　

主
催　

小
川
未
明
研
究
会

未
明
童
話
を
読
ん
だ
思
い
出
、
未
明
の
人
と
な
り
や
作
品
に

対
す
る
考
え
、
未
明
文
学
の
意
義
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
と
未
明
童

話
、
未
明
と
地
域
振
興
、
今
後
の
未
明
顕
彰
活
動
へ
の
提
案
な

ど
、「
小
川
未
明
」
に
関
す
る
自
由
作
文
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
全
国
に
募
集
し
ま
し
た
。
大
賞
１
名
、
優
秀
賞
３

名
、
入
選
22
名
。
小
川
未
明
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
表
彰
を
行
い
、

大
賞
・
優
秀
賞
受
賞
者
が
自
作
を
朗
読
し
ま
し
た
。
受
賞
作
品

は
「
小
川
未
明
生
誕
１
４
０
周
年
記
念　

自
由
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
「
小
川
未
明
」
受
賞
作
文
集
」
と
し
て
、
小
川
未
明
文
学
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
応
募
総
数
２
３
３

作
品
。
上
越
市
の
み
な
ら
ず
、
全
国
各
地
か
ら
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
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小
川
未
明
童
話
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

募
集
期
間　

令
和
４
年
７
月
１
日（
金
）~
９
月
26
日（
月
）

　
　

主
催　

新
潟
県
・
上
越
文
化
会
館

未
明
童
話
「
黒
い
人
と
赤
い
そ
り
」
の
読
書
感
想
文
コ
ン

ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。
対
象
は
新
潟
県
内
の
小
学
生
。
大

賞
１
名
、
優
秀
賞
２
名
、
杉
み
き
子
賞
２
名
、
内
田
エ
ネ
ル

ギ
ー
科
学
振
興
財
団
賞
３
名
、
入
選
12
名
。「
小
川
未
明
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
２
」
で
表
彰
を
行
い
、
大
賞
・
優
秀
賞
・

杉
み
き
子
賞
・
内
田
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
振
興
財
団
賞
受
賞
者
が

自
作
を
朗
読
し
ま
し
た
。
応
募
総
数
１
１
０
作
品
。

小
川
未
明
顕
彰
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時　

令
和
４
年
７
月
２
日（
土
）
13
時
~
16
時

会
場　

上
越
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

主
催　

小
川
未
明
連
絡
会
議

郷
土
の
偉
人
小
林
古
径
・
坂
口
謹
一
郎
・
前
島
密
の
顕
彰
活

動
を
行
う
各
団
体
か
ら
、
顕
彰
活
動
の
様
子
を
発
表
し
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
今
後
の
未
明
顕
彰

の
在
り
方
を
探
り
ま
し
た
。

第
１
部
「
上
越
の
偉
人
た
ち
の
顕
彰
に
学
ぶ
」（
各
団
体
の
顕

彰
活
動
の
取
組
紹
介
）
小
林
古
径
：
小
林
古
径
記
念
美
術
館 

統
括
学
芸
員 

笹
川
修
一
氏
、
坂
口
謹
一
郎
：
発
酵
学
の
父　

坂
口
謹
一
郎
顕
彰
会　

幹
事　

光
永
伸
一
郎
氏
、
前
島
密
：
郷

土
の
偉
人 “
前
島
密
翁
”
を
顕
彰
す
る
会　

会
長　

堀
井
靖
功

氏
。

第
２
部
「
小
川
未
明
の
顕
彰
活
動
」（
未
明
の
顕
彰
活
動
の
取

組
紹
介
）
小
川
未
明
文
学
館
：
上
村
聡
子
学
芸
員
、
小
川
未
明

研
究
会
：
小
埜
裕
二
氏
、
小
川
未
明
連
絡
会
議
：
上
越
文
化
会

館　

斉
藤
美
代
子
館
長
。

第
３
部
「
顕
彰
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
顕
彰
活
動
の
在
り
方
に
関
す

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）
司
会
：
小
埜
裕
二
氏
、
パ
ネ

リ
ス
ト
：
笹
川
修
一
氏
、
光
永
伸
一
郎
氏
、
堀
井
靖
功
氏
。

参
加
者
数
68
人
。



8

報
　
告

童
話
創
作
講
座

1
回
目
:
令
和
４
年
７
月
24
日（
日
）
14
時
~
16
時

2
回
目
:
令
和
４
年
８
月
27
日（
土
）
14
時
~
16
時

3
回
目
:
令
和
４
年
８
月
28
日（
日
）
10
時
~
12
時

　

会
場　

高
田
図
書
館
第
１
会
議
室

　

主
催　

小
川
未
明
文
学
館

佐
々
木
赫
子
氏
（
児
童
文
学
作
家
）
を
講
師
に
、
短
編
童
話

の
書
き
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

１
回
目
の
講
座
で
は
、
事
前
に
受
講
者
が
創
作
し
た
童
話
に

つ
い
て
講
師
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
２
回

目
・
３
回
目
の
講
座
で
は
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
手
直
し
し
た

作
品
の
講
評
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
、
受
講
者
同
士
で
お
互
い

の
作
品
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
あ
い
、
今
後
の
創
作
の
参
考

に
し
ま
し
た
。
受
講
者
数
11
人
。

子
ど
も
た
ち
と
読
む
未
明
童
話

日
時　

令
和
４
年
８
月
６
日（
土
）、
８
月
13
日（
土
）

会
場　

町
家
交
流
館
高
田
小
町

主
催　

小
川
未
明
研
究
会

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止

子
ど
も
た
ち
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
夏
休
み
期
間
中
、

未
明
童
話
に
親
し
む
会
を
開
催
。
１
回
目
は
未
明
の
人
と
な
り

や
童
話
の
特
徴
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解
説
し
、
２
回
目
は

令
和
４
年
度
の
未
明
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
黒

い
人
と
赤
い
そ
り
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
い
、
読
書
感
想

文
を
書
い
て
も
ら
う
と
い
う
計
画
で
し
た
。

特
別
講
演
会

　
「
未
明
と
香
り
～
春
日
山
の
春
蘭
を
巡
っ
て
～
」

日
時　

令
和
４
年
８
月
６
日（
土
）
14
時
~
16
時

会
場　

町
家
交
流
館
高
田
小
町
多
目
的
室

主
催　

小
川
未
明
研
究
会

未
明
作
品
の
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
、
色
や
音
、
香
り
の
豊
か

な
表
現
に
つ
い
て
、
そ
の
源
泉
と
な
る
も
の
を
未
明
が
幼
少

期
・
青
年
期
を
過
ご
し
た
上
越
市
の
風
景
か
ら
探
り
ま
し
た
。

講
師
：
早
稲
田
大
学
講
師　

宮
﨑
薫
氏
。
参
加
者
数
42
人
。

小
川
未
明
童
話
集　
大
越
さ
と
み
ひ
と
り
語
り

日
時　

令
和
４
年
８
月
27
日（
土
）
14
時
~

会
場　

高
田
ま
ち
か
ど
交
流
館
ホ
ー
ル

主
催　

高
田
文
化
協
会

読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル　

ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
の
大
越
さ
と
み

さ
ん
は
、
軽
や
か
な
池
田
眞
喜
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
に
身
を
委
ね
る

よ
う
に
、
一
語
一
語
丁
寧
に
的
確
に
聴
衆
に
語
り
か
け
て
く
れ

ま
し
た
。「
赤
い
天
蓋
」「
砂
漠
の
町
と
サ
フ
ラ
ン
酒
」
は
共
に

大
正
時
代
、
未
明
絶
頂
期
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
私
た
ち
を
惹
き

つ
け
て
く
れ
ま
す
。
知
ら
な
い
世
界
に
導
い
て
く
れ
る
未
明
の

魅
力
が
発
揮
さ
れ
た
語
り
で
し
た
。「
う
ら
し
ま
太
郎
」
は
終

戦
後
す
ぐ
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
戦
地
か
ら
戻
っ
た
人
々
の
気

持
ち
と
も
読
み
取
れ
ま
し
た
。
参
加
者
数
80
人
。

小
川
未
明
の
心
を
語
る
―
生
と
死
を
見
つ
め
て
―

日
時　

令
和
４
年
９
月
23
日（
金
・
祝
）
14
時
~

会
場　

町
家
交
流
館
高
田
小
町
多
目
的
室

主
催　

高
田
文
化
協
会

長
男
と
長
女
の
死
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
悲
痛
の
思
い
は
、

生
と
死
を
見
つ
め
続
け
た
未
明
文
学
の
原
点
と
さ
れ
ま
す
。
読

み
語
り
・
篠
田
澄
明
さ
ん
は
、
今
回
三
つ
の
作
品
を
選
ば
れ
ま

し
た
。「
幸
福
の
鋏
」「
稚
児
ヶ
淵
」「
兄
の
声
」
の
三
作
と
も

が
、
生
と
死
を
見
つ
め
た
小
川
未
明
の
心
の
あ
ら
わ
れ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
死
を
深
く
感
じ
る
こ
と
で
、
生
と
い
う
も
の

を
貪
欲
に
感
じ
と
っ
た
未
明
。
ま
さ
に
未
明
文
学
の
原
点
で
す
。

参
加
者
数
60
人
。
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『
文
芸
た
か
だ
』
表
紙

主
催　

高
田
文
化
協
会

市
内
の
高
等
学
校
美
術
部
の
生
徒
が
描
い
た
未
明
童
話
が
、

一
年
間
に
わ
た
り
６
冊
の
『
文
芸
た
か
だ
』
の
表
紙
を
飾
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
小
川
未
明
の
思
い
出
」
と
題
し
、
６
人
の
方
の
随

筆
が
連
載
さ
れ
ま
し
た

上
越
教
育
大
学
公
開
講
座

　
「
生
誕
1
４
０
周
年
・
小
川
未
明
文
学
の
再
発
見
」

1
回
目
:
令
和
４
年
９
月
３
日（
土
）
14
時
~
16
時

2
回
目
:
令
和
４
年
９
月
17
日（
土
）
14
時
~
16
時

3
回
目
:
令
和
４
年
９
月
24
日（
土
）
14
時
~
16
時

　

会
場　

町
家
交
流
館
高
田
小
町
多
目
的
室

　

主
催　

上
越
教
育
大
学

童
話
作
家
宣
言
前
後
と
日
中
戦
争
前
後
、
及
び
太
平
洋
戦
争

終
結
前
後
の
３
期
の
未
明
文
学
の
特
徴
を
、「
未
明
文
学
の
不

変
と
可
変
」
と
い
う
観
点
か
ら
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
３
回

連
続
の
公
開
講
座
。
講
師
：
上
越
教
育
大
学
教
授　

小
埜
裕
二

氏
。
受
講
者
数
11
人
。

未
明
春
日
山
周
辺
散
歩

日
時　

令
和
４
年
10
月
１
日（
土
）
14
時
~
16
時

会
場　

春
日
山
神
社

主
催　

小
川
未
明
研
究
会

未
明
が
15
歳
か
ら
19
歳
ま
で
暮
ら
し
た
春
日
山
神
社
を
中
心

に
、「
雲
の
如
く
～
」
の
詩
碑
や
父
母
の
霊
碑
、
未
明
記
念
室

な
ど
春
日
山
神
社
及
び
そ
の
周
辺
の
未
明
ゆ
か
り
の
地
の
見
学

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
案
内
は
、
春
日
山
神
社
宮
司
の
風
間
常

樹
彦
氏
と
小
埜
裕
二
氏
。
未
明
春
日
山
周
辺
散
歩
で
は
、
当
時

の
関
係
資
料
や
未
明
の
文
章
を
集
め
た
資
料
を
配
布
し
、
春
日

山
時
代
の
未
明
の
生
活
の
様
子
や
焼
失
前
の
当
時
の
社
務
所
の

配
置
、
未
明
が
学
校
に
通
っ
た
道
、
未
明
が
使
っ
た
井
戸
の
場

所
、
未
明
記
念
室
の
所
蔵
品
の
説
明
等
も
行
い
ま
し
た
。
参
加

者
数
20
人
。

第
381
号　

関
根
学
園
高
等
学
校　

美
術
部

第
382
号　

高
田
商
業
高
等
学
校　

美
術
部

第
383
号　

上
越
高
等
学
校　

美
術
部

第
379
号　

高
田
北
城
高
等
学
校　

美
術
部

第
384
号　

高
田
高
等
学
校　

美
術
部

第
380
号　

上
越
総
合
技
術
高
等
学
校　

美
術
部
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報
　
告

小
川
未
明
生
誕
1
４
０
周
年
記
念
展

　
　
　
　
　
　
―
弱
き
者
の
た
め
に
―

会
期　

令
和
４
年
10
月
８
日（
土
）~
12
月
25
日（
日
）

会
場　

小
川
未
明
文
学
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

小
川
未
明
文
学
館

生
誕
1
４
０
周
年
を
記
念
し
て
、
未
明
の
生
涯
と
業
績
を
、

最
新
の
研
究
成
果
を
交
え
な
が
ら
遺
品
や
書
籍
・
写
真
等
と
と

も
に
紹
介
し
ま
し
た
。
入
場
者
数
４
３
４
５
人
。

第
１
章　

高
田
で
の
暮
ら
し 

―
幼
少
年
期
―

　

未
明
が
明
治
15
年
（
１
８
８
２
）
４
月
に
新
潟
県
中
頸
城
郡

高
田
五
分
一
三
町
に
生
ま
れ
て
か
ら
、
19
歳
で
上
京
す
る
ま
で

を
紹
介
し
ま
し
た
。

第
２
章　

作
家
生
活
の
始
ま
り 

―
苦
難
の
時
代
―

　

未
明
は
東
京
専
門
学
校
文
科
（
翌
年
、
早
稲
田
大
学
と
改

称
）
に
入
学
し
、
恩
師
坪
内
逍
遥
と
出
会
っ
て
教
え
を
受
け
ま

す
。
在
学
中
に
小
説
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
が
、
自
然
主

義
隆
盛
の
時
代
に
未
明
の
小
説
は
評
価
さ
れ
ず
、
生
活
は
困
窮

を
極
め
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
明
治
43
年
に
日
本
初
の
近
代
童

話
集
『
赤
い
船
』
を
出
版
し
ま
し
た
。

第
３
章　

転
機
の
訪
れ
と
活
躍 

―
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
時
代
―

　

大
正
の
初
め
頃
、
未
明
は
人
生
の
悲
哀
や
社
会
の
矛
盾
は
宿

命
で
は
な
く
、
社
会
構
造
の
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
相
次
い
で
長
男
・
長
女
を
病
気
で
失
い
、
未
明
は
亡

く
な
っ
た
子
ど
も
の
命
の
分
ま
で
生
き
よ
う
と
す
る
か
の
よ
う

に
文
学
活
動
や
社
会
活
動
に
励
み
ま
し
た
。

第
４
章　

童
話
作
家
宣
言
以
後 

―
昭
和
時
代
―

　

大
正
15
年
に
〈
童
話
作
家
宣
言
〉
を
し
た
未
明
は
、
の
ち
に

郊
外
の
高
円
寺
へ
転
居
し
ま
す
。
未
明
は
、
自
然
に
触
れ
る
機

会
が
多
く
な
っ
た
自
身
の
子
ど
も
た
ち
の
日
常
に
眼
を
注
ぎ
、

そ
こ
か
ら
触
発
さ
れ
る
も
の
に
新
た
な
童
話
の
モ
チ
ー
フ
を
見

出
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

昭
和
27
年
、
70
歳
の
古こ

き稀
記
念
に
揮
ご
う
し
た
「
弱
き
者
の

為
に
立
ち　

代
辨
な
き
者
の
た
め
に
起
つ　

我
こ
れ
を
芸
術
の

信
條
と
な
す
」
は
、
生
涯
に
わ
た
る
未
明
の
思
想
で
し
た
。
自

分
の
信
じ
る
道
を
正
直
に
人
間
ら
し
く
歩
ん
だ
未
明
の
精
神
は
、

今
も
生
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
10
月
23
日
（
日
）、
未
明
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協
力
に
よ
る
特
別
展
お
は
な
し

会
を
開
催
し
、
19
人
の
方
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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第
２
回
「
生
誕
１
２
６
年
の
宮
沢
賢
治
」

講
師　

牛
崎
敏
哉
氏
（
宮
沢
賢
治
記
念
館
学
芸
員
）

　

宮
沢
賢
治
記
念
館
に
お
け
る
賢
治
顕
彰
活
動
の
事
例
等
を
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
賢
治
の
詩
を
、
す
ば
ら
し
い

文
学
館
講
座

第
１
回
:
令
和
４
年
10
月
16
日（
日
）

第
２
回
:
令
和
４
年
10
月
30
日（
日
）

第
３
回
:
令
和
４
年
11
月
20
日（
日
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
14
時
~
15
時
30
分

　

会
場　

高
田
城
址
公
園
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
研
修
室

　

主
催　

小
川
未
明
文
学
館

未
明
や
作
品
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
１
回
「
小
川
未
明
童
話
に
お
け
る
〈
異
世
界
〉
―
フ
ォ
ー

ク
ロ
ア
的
要
素
に
つ
い
て
」

講
師　

道
合
裕
基
氏
（
龍
谷
大
学
深
草
図
書
館
）

　

未
明
作
品
を
比
較
文
学
か
ら
見
、
未
明
童
話
を
読
み
解
く
上

で
の
民
俗
学
・
人
類
学
の
視
点
を
導
入
す
る
こ
と
の
有
効
性
を

わ
か
り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
川
未
明
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
２

　
「
黒
い
人
と
赤
い
そ
り
」

日
時　

令
和
４
年
11
月
26
日
（
土
）
14
時
~
17
時

会
場　

上
越
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

主
催　

上
越
文
化
会
館

「
黒
い
人
と
赤
い
そ
り
」
を
テ
ー
マ
に
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
通
し
て
小
川
未
明
童
話
の
世
界
を
表
現
し
ま
し
た
。
県
内
小

学
生
を
対
象
と
し
た
読
書
感
想
文
、
一
般
市
民
を
対
象
に
全
国

か
ら
募
集
し
た
未
明
に
関
す
る
論
文
の
表
彰
を
行
い
、
受
賞
者

に
よ
る
感
想
文
・
論
文
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
小
埜

裕
二
氏
に
よ
る
講
評
と
講
演
、
上
越
教
育
大
学
附
属
中
学
校
有

志
に
よ
る
朗
読
劇
「
野
ば
ら
」、
同
校
の
間
山
理
咲
氏
に
よ
る

「
黒
い
人
と
赤
い
そ
り
」
の
朗
読
を
行
い
ま
し
た
。
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
は
フ
ラ
メ
ン
コ
舞
踊
団
ア
ル
テ
ィ
ソ
レ
ラ
に
よ
る
「
黒
い

人
と
赤
い
そ
り
」
の
創
作
フ
ラ
メ
ン
コ
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

未
明
作
品
が
た
く
さ
ん
の
人
に
読
ま
れ
、
広
が
り
、
そ
の
世

界
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
今
後
も
活
動
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

入
場
者
数
1
３
８
人
。

文学館講座第１回

文学館講座第３回

朗読劇「野ばら」

文学館講座第２回

美
声
で
情
感
を
込
め
て
朗
読
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

第
３
回
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
童
話
と
戦
争
童
話
と
戦
後
童
話
」

講
師　

小
埜
裕
二
氏
（
上
越
教
育
大
学
教
授
、
小
川
未
明
文
学

館
専
門
指
導
員
）

　

未
明
文
学
の
３
つ
の
時
期
、
１
．
大
正
15
年
の
童
話
作
家
宣

言
前
後
、
２
．
昭
和
12
年
の
日
中
戦
争
後
、
３
．
昭
和
20
年
の

太
平
洋
戦
争
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
、
童
話
を
通
し
て
お
示

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
数
延
べ
86
人
。



12

報
　
告

未
明
童
話
の
世
界
を
感
じ
よ
う

日
時　

令
和
４
年
11
月
26
日（
土
）
12
時
~
17
時

会
場　

上
越
文
化
会
館
ロ
ビ
ー
・
市
民
サ
ロ
ン

主
催　

小
川
未
明
連
絡
会
議

「
小
川
未
明
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
２
」
の
開
催
に
あ
わ

せ
て
、
小
川
未
明
連
絡
会
議
構
成
団
体
に
よ
る
合
同
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
し
た
。

　

ロ
ビ
ー
で
は
、
高
田
文
化
協
会
が
市
内
の
高
等
学
校
美
術
部

に
募
集
し
た
『
文
芸
た
か
だ
』
表
紙
に
応
募
さ
れ
た
イ
ラ
ス
ト
、

未
明
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
調
べ
た
市
内
の
未
明
関

連
の
像
や
碑
の
紹
介
ポ
ス
タ
ー
、「
出
張
小
川
未
明
文
学
館
」

と
し
て
、
未
明
紹
介
パ
ネ
ル
や
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
テ
ー
マ
で

あ
る
「
黒
い
人
と
赤
い
そ
り
」
の
解
説
パ
ネ
ル
の
展
示
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
川
未
明
研
究
会
（
小
埜
裕
二
氏
主
宰
）
に
よ
る
Ｔ

シ
ャ
ツ
や
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
な
ど
の
未
明
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

の
販
売
が
あ
り
ま
し
た
。

　

未
明
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、「
黒
い
人
と
赤
い

そ
り
」
の
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
３
回
上
演
し
た
ほ
か
、
未
明
童

話
の
手
作
り
小
冊
子
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

市
民
音
楽
劇
「
月
の
明
る
い
夜
に
」

日
時　

令
和
４
年
11
月
27
日（
日
）
14
時
~
15
時

会
場　

上
越
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

主
催　

上
越
文
化
会
館

７
月
に
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
41
名
の
市
民
が
参
加
し

ま
し
た
。『
月
の
明
る
い
夜
に
』
は
小
川
未
明
と
、
病
床
に
つ

い
て
い
る
娘
と
の
会
話
と
共
に
物
語
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。

「
月
と
山
兎
」「
月
夜
と
眼
鏡
」「
月
と
あ
ざ
ら
し
」「
赤
い
蝋

燭
と
人
魚
」
の
順
に
未
明
作
品
を
紡
い
で
い
く
音
楽
劇
と
な
り

ま
し
た
。
約
４
カ
月
間
ほ
ぼ
毎
週
の
稽
古
の
成
果
も
あ
り
、

「
市
民
で
作
ら
れ
た
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
す
ば
ら
し
か
っ
た
」

と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

脚
本
は
劇
団
四
季
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
な
ど
で
活
躍
し
て
い

る
高
橋
知
伽
江
氏
、
演
出
は
ご
自
身
で
役
者
も
さ
れ
て
い
る
兵

頭
祐
香
氏
、
音
楽
は
レ
イ
ン
ド
ロ
ッ
プ
ス
に
よ
る
生
演
奏
。
照

明
・
音
響
と
も
に
一
流
の
ス
タ
ッ
フ
陣
に
よ
る
演
出
効
果
も
加

わ
り
、
美
し
い
未
明
の
世
界
を
創
り
上
げ
ま
し
た
。
入
場
者
数

６
９
７
人
。

「黒い人と赤いそり」フラメンコ
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未
明
生
誕
１
４
０
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時　

令
和
４
年
12
月
17
日（
土
）
13
時
~
16
時

会
場　

高
田
城
址
公
園
オ
ー
レ
ン
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

主
催　

小
川
未
明
連
絡
会
議

令
和
４
年
10
月
刊
行
の
新
編
小
川
未
明
文
学
館
図
録
の
成
果

発
表
、
海
外
の
視
点
か
ら
未
明
作
品
を
捉
え
た
発
表
、
生
誕

1
５
０
周
年
に
向
け
た
顕
彰
と
研
究
の
方
向
性
に
つ
い
て
話
し

合
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
１
部
「
新
編
小
川
未
明
文
学
館
図
録
の
成
果
」（
図
録
執
筆

者
に
よ
る
執
筆
内
容
の
説
明
）　

小
埜
裕
二
氏
（
小
川
未
明
文

学
館
専
門
指
導
員
）、
宮
川
健
郎
氏
（
児
童
文
学
研
究
者
）、
小

川
英
晴
氏
（
小
川
未
明
令
孫
）、
東
雅
夫
氏
（
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ス

ト
）、
広
松
由
希
子
氏
（
絵
本
研
究
家
）。

第
２
部
「
小
川
未
明
・
海
外
の
視
点
」（
海
外
で
の
未
明
作
品

の
受
け
入
れ
ら
れ
方
等
の
説
明
）
関
戸
菜
々
子
氏
（
金
沢
大
学

大
学
院
生
）、
崔
蓮
姫
氏
（
韓
国
釜
慶
大
学
教
授
）。

第
３
部
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―
10
年
後
の
未
明
研
究
と
顕
彰
―
」

（
未
明
文
学
の
現
状
と
課
題
、
生
誕
１
５
０
周
年
に
向
け
た
顕

彰
と
研
究
の
方
向
性
等
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
司
会
：
小

埜
裕
二
氏
、
パ
ネ
リ
ス
ト
：
宮
川
健
郎
氏
、
小
川
英
晴
氏
、
東

雅
夫
氏
、
広
松
由
希
子
氏
。
参
加
者
数
72
人
。
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報
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未
明
童
話
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
上
映
会

会
期　

令
和
５
年
１
月
４
日（
水
）~
１
月
15
日（
日
）

会
場　

小
川
未
明
文
学
館
ビ
ッ
グ
ブ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

主
催　

小
川
未
明
文
学
館

生
誕
1
４
０
周
年
を
記
念
し
て
、
こ
れ
ま
で
制
作
・
公
開
さ

れ
て
き
た
未
明
童
話
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、「
野
ば

ら
」「
月
夜
と
眼
鏡
」「
島
の
暮
れ
方
の
話
」「
二
度
と
通
ら
な

い
旅
人
」「
眠
い
町
」
を
上
映
し
ま
し
た
。

小
川
未
明
文
学
館
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー

日
時　

令
和
５
年
２
月
11
日（
土
・
祝
）
14
時
~
15
時

会
場　

小
川
未
明
文
学
館

主
催　

小
川
未
明
文
学
館

生
誕
1
４
０
周
年
を
記
念
し
て
、
文
学
館
の
活
動
を
よ
り
深

く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し

た
。
普
段
は
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
保
管
庫
の
見
学

や
、
文
学
館
が
所
蔵
す
る
貴
重
な
資
料
を
間
近
で
見
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
参
加
者
数
８
人
。

小
川
未
明
文
学
館
図
録
『
新
編　
小
川
未
明
の
世
界
』

新
た
な
視
点
か
ら
見
た
小
川
未
明
の
生
涯
や
業
績
、
及
び
小

川
未
明
文
学
館
を
紹
介
す
る
図
録
を
発
行
し
ま
し
た
。

小
川
未
明
の
世
界

「
小
川
未
明
と
わ
た
し
」　	

杉　

み
き
子
氏

「
弱
き
者
の
為
に
立
ち　

代
弁
な
き
者
の
た
め
に
起
つ

　

―
未
明
の
生
涯
と
作
品
―
」　	

小
埜　

裕
二
氏

「
未
明
の
消
息
―
小
川
未
明
と
現
代
児
童
文
学
―
」

	

宮
川　

健
郎
氏

「
小
川
未
明
の
詩
の
世
界
」	

小
川　

英
晴
氏

「
番
神
岬
に
陽
は
落
ち
て
」	

 

東　
　

雅
夫
氏

「
視
覚
化
さ
れ
た
未
明
作
品
「
赤
い
蠟
燭
と
人
魚
」
に
見
る
変
遷
」

	

広
松
由
希
子
氏

資
料
編

　

小
川
未
明
文
学
館
案
内

　

小
川
未
明
文
学
館
所
蔵
品
紹
介

　

小
川
未
明
文
学
館
の
歩
み

　

小
川
未
明
年
譜

　

小
川
未
明
ブ
ッ
ク
ヒ
ス
ト
リ
ー

　

未
明
の
郷
土
じ
ょ
う
え
つ
マ
ッ
プ

発
行
日　
　

令
和
４
年
10
月
31
日（
月
）

販
売
価
格　

１
５
０
０
円

監　

修　
　

小
川 

英
晴
氏
、
小
埜 

裕
二
氏

　
そ
の
他
の
文
学
館
事
業

『眠い町』令和４年　スタジオトゥインクル 『島の暮れ方の話』平成23年　スタジオトゥインクル
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特
集
展
示

こ
れ
ま
で
小
川
未
明
文
学
館
で
は
、
未
明
に
関
す
る
作
品
や

書
籍
、
関
連
資
料
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
収
集
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
所
蔵
資
料
を
活
用
し
た
特
集
展
示(

テ
ー
マ

展
示)

を
定
期
的
に
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
小
川
未
明
の
作

品
や
業
績
、
人
と
な
り
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

特
集
展
示
１

新
収
蔵
品
展　
―
令
和
３
年
度
収
集
資
料
―

会
期　

令
和
４
年
４
月
22
日（
金
）~
７
月
20
日（
水
）

会
場　

小
川
未
明
文
学
館
常
設
展
示
場

令
和
３
年
度
に
新
た
に
収
蔵
し
た
資
料
の
中
か
ら
、
未
明
の

初
出
童
話
が
掲
載
さ
れ
た
絵
雑
誌
や
、
未
明
自
筆
の
は
が
き
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
早
稲
田
大
学
時
代
か
ら
の
友
人
に
宛
て

た
は
が
き
は
、
未
明
の
交
友
関
係
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
で

す
。
未
明
が
そ
の
時
ど
こ
に
住
み
、
ど
こ
に
旅
し
、
何
を
考
え

て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
集
展
示
２

　
黒
い
人
と
赤
い
橇

会
期　

令
和
４
年
７
月
22
日（
金
）~
10
月
26
日（
水
）

会
場　

小
川
未
明
文
学
館
常
設
展
示
場

令
和
４
年
で
発
表
か
ら
１
０
０
年
を
迎
え
、
県
内
小
学
生
対

象
の
「
小
川
未
明
童
話
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
テ
ー
マ
で
も

あ
っ
た
未
明
童
話
「
黒
い
人
と
赤
い
橇
」。
童
話
が
書
か
れ
た

時
の
未
明
の
状
況
や
童
話
の
世
界
観
な
ど
を
、
絵
や
写
真
を
用

い
て
展
示
し
ま
し
た
。

特
集
展
示
３

　
１
０
０
年
前
の
未
明

会
期　

令
和
４
年
10
月
28
日（
金
）~
令
和
５
年
１
月
18
日（
水
）

会
場　

文
学
館
常
設
展
示
場

１
０
０
年
前
、
大
正
11
年
40
歳
の
未
明
が
、
ど
の
よ
う
な
思

い
で
ど
ん
な
作
品
を
書
い
た
の
か
紹
介
し
ま
し
た
。
一
年
間
で

22
編
の
小
説
・
詩
、
56
編
の
感
想
・
ア
ン
ケ
ー
ト
、
27
編
の
童

話
を
発
表
し
、
多
く
の
芸
術
家
と
交
流
し
た
年
で
し
た
。

特
集
展
示
４

　
ふ
し
ぎ
？
こ
わ
い
？
未
明
の
お
は
な
し

会
期　

令
和
５
年
１
月
26
日（
木
）~
４
月
19
日（
水
）

会
場　

小
川
未
明
文
学
館
常
設
展
示
場

未
明
の
書
い
た
小
説
や
童
話
の
中
か
ら
、
不
思
議
な
お
話
し

や
ち
ょ
っ
と
怖
い
お
話
し
を
紹
介
。
絵
本
や
全
集
で
気
軽
に
手

に
取
れ
る
も
の
を
集
め
ま
し
た
。

「小川未明肖像」柳 敬助／画
　大正11年
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文
学
館
お
は
な
し
会

日
時　

毎
月
第
２
・
４
日
曜
日　

14
時
~

会
場　

小
川
未
明
文
学
館
ビ
ッ
グ
ブ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

参
加
者　

延
べ
１
８
７
人

未
明
童
話
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
、
未
明
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協
力
に
よ
り
未
明
童
話
を
中
心
と
し
た
お
は

な
し
会
を
20
回
開
催
し
ま
し
た
。

出
張
お
は
な
し
会

未
明
童
話
に
出
会
う
機
会
を
よ
り
多
く
の
方
に
提
供
す
る
た

め
、
未
明
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協
力
に
よ
り
、
市

内
の
小
学
校
に
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
出
向
い
て
、
お
は
な
し

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
は
、
市
内
小
学
校
15
校
（
７
５
５
人
）、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
９
か
所
（
１
８
５
人
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。

こ
ど
も
プ
ロ
グ
ラ
ム　
未
明
童
話
と
親
し
も
う

　
―
こ
ど
も
た
ち
に
届
け
た
い
未
明
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―

未
明
童
話
と
い
え
ば
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」、「
月
夜
と
眼

鏡
」
な
ど
が
有
名
で
す
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
素
晴
ら
し
い
童
話

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
子
ど
も
た
ち
に
読
ん
で
も
ら

う
た
め
に
、
月
替
わ
り
で
未
明
童
話
１
作
品
を
冊
子
に
し
て
無

償
配
布
し
ま
し
た
。
配
布
作
品
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校
の
低
中

学
年
向
け
の
童
話
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
に
は
お

は
な
し
カ
ー
ド
を
配
布
し
、
集
め
た
シ
ー
ル
数
に
応
じ
て
、
文

学
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
令
和
４

年
度
は
、
延
べ
６
９
２
人
に
冊
子
を
配
布
し
ま
し
た
。

〈
配
布
童
話
〉

・
４
月
「
か
く
れ
ん
ぼ
」

（
初
出
「
カ
ク
レ
ン
ボ
」『
コ
ク
ミ
ン
一
年
生
』
昭
和
16
年
４
月
）

・
５
月
「
田
う
え
」

（
初
出
「
田
植
」『
コ
ド
モ
ア
サ
ヒ
』
昭
和
10
年
６
月
）

・
６
月
「
星
ま
つ
り
が
ち
か
づ
き
ま
し
た
」

（
初
出
「
ホ
シ
祭
ガ
チ
カ
ヅ
キ
マ
シ
タ
」『
コ
ド
モ
ア
サ
ヒ
』

　

昭
和
９
年
７
月
）

・
７
月
「
夕
立
と
子
す
ず
め
」

（
初
収
録
「
ユ
ウ
ダ
チ
ト
コ
ス
ズ
メ
」『
小
豚
の
旅
』

　

昭
和
10
年
５
月
）

・
８
月
「
お
う
ま
の
ゆ
め
」

（
初
出
「
オ
ウ
マ
ノ
ユ
メ
」『
コ
ド
モ
ア
サ
ヒ
』
昭
和
６
年
10
月
）

・
９
月
「
な
か
な
い
き
り
ぎ
り
す
」

（
初
出
「
ナ
カ
ナ
イ
キ
リ
ギ
リ
ス
」『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』

　

昭
和
８
年
９
月
）

・
10
月
「
か
り
ゅ
う
ど
と
く
ま
」

（
初
出
「
カ
リ
ウ
ド
ト
ク
マ
」『
家
の
光
』
昭
和
14
年
10
月
）

・
11
月
「
か
ら
す
の
や
く
そ
く
」

（
初
収
録
『
童
話
と
随
筆
』
昭
和
９
年
９
月
）

・
12
月
「
赤
い
ち
ょ
う
ち
ん
の
話
」

（
初
出
「
ア
カ
イ
チ
ャ
ウ
チ
ン
ノ
話
」『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』

　

昭
和
９
年
２
月
）

・
１
月
「
き
ょ
う
だ
い
の
の
ね
ず
み
」

（
初
出
「
兄
弟
ノ
野
ネ
ズ
ミ
」『
コ
ド
モ
ノ
ヒ
カ
リ
』

　

昭
和
12
年
１
月
）

・
２
月
「
ゆ
き
だ
る
ま
と
お
ほ
し
さ
ま
」

（
初
収
録
「
雪
ダ
ル
マ
ト
オ
ホ
シ
サ
マ
」『
未
明
カ
タ
カ
ナ

童
話
読
本
』
昭
和
11
年
３
月
）

・
３
月
「
山
の
ふ
く
ろ
う
」

（
初
出
「
山
の
梟
」『
ス
ヰ
ー
ト
』
昭
和
15
年
３
月
）

未
明
童
話
の
ぬ
り
絵

文
学
館
の
「
出
会
い
の
ロ
ビ
ー
」
で
は
、
数
種
類
の
未
明
童

話
の
ぬ
り
絵
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
、

高
校
生
・
大
人
の
方
ま
で
、
大
勢
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ぬ
っ
た
絵
は
ロ
ビ
ー
の
掲
示
板
に
展
示
し
て
い
ま

す
。

宝田小学校
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小
川
未
明
文
学
賞
は
、
日
本
児
童
文
学
の
父

と
い
わ
れ
る
上
越
市
出
身
の
小
川
未
明
の
文
学

精
神
「
人
間
愛
と
正
義
感
」
を
次
代
に
継
承
す

る
た
め
、
１
９
９
１
年
（
平
成
３
）
に
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
心
に
夢
と
希
望
を

育
む
よ
う
な
鮮
烈
な
児
童
文
学
作
品
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
度
で
第
31
回
を
迎
え
、
こ
れ
ま

で
に
延
べ
１
万
５
千
百
編
を
超
え
る
作
品
が
国

内
外
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
賞
作
品
は
単
行
本
で
刊
行
さ
れ
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
に
読
ま
れ
て
い
ま
す
。

小
川
未
明
文
学
賞

　

息
子
が
小
さ
い
こ
ろ
、
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
と
息
子
が
主
人
公
の
絵
本
を
描
い
て
贈
り
ま

し
た
。
厚
紙
を
張
り
合
わ
せ
て
、
マ
ジ
ッ
ク
ペ

ン
と
色
鉛
筆
で
描
い
た
素
朴
な
作
品
で
し
た
。

そ
れ
を
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
た
の
で
、
ま
た
次

の
年
も
描
き
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
に
は
次
男
も

登
場
す
る
お
話
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
お
話
を

作
る
の
は
、
子
ど
も
た
ち
が
喜
ぶ
顔
を
見
た
い
、

と
い
う
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
今
、
小
学
生

に
な
っ
た
息
子
た
ち
は
、
コ
ロ
ナ
で
制
限
の
多

い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
子

ど
も
た
ち
が
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
見
つ
け
て

の
び
の
び
と
過
ご
せ
る
日
々
を
願
っ
て
、
お
話

を
書
こ
う
と
思
い
立
ち
ま
し
た
。
主
人
公
の
海

斗
が
ピ
ア
ノ
を
通
し
て
様
々
な
人
と
出
会
っ
て

変
化
し
て
い
く
よ
う
に
、
人
は
何
か
や
誰
か
と

出
会
っ
て
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

ん
な
小
さ
な
変
化
こ
そ
が
面
白
い
し
素
晴
ら
し

い
。
子
ど
も
た
ち
に
は
た
く
さ
ん
の
出
会
い
を

通
し
て
変
化
を
楽
し
み
な
が
ら
大
き
く
な
っ
て

第
31
回
小
川
未
明
文
学
賞
大
賞
受
賞

　
　

有
本
　
綾
さ
ん

　

大
賞
作
品
「
小
さ
な
僕
の
メ
ロ
デ
ィ
」

応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
943-

8601　

新
潟
県
上
越
市
木
田
１
－
１
－
3

　
　
　
　
　
　

上
越
市
文
化
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
　

「
小
川
未
明
文
学
賞
係
」

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
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５
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－
５
６
２
８

Ｆ
Ａ
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５
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E-m
ail

・m
im
ei@
city.joetsu.lg.jp

第31回小川未明文学賞贈呈式

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
（
も
ち
ろ
ん
大
人
も
）。

　

ず
っ
と
読
者
と
し
て
物
語
に
出
会
っ
て
き
た

私
が
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ

き
、
自
分
の
物
語
を
誰
か
に
読
ん
で
も
ら
う
機

会
を
い
た
だ
け
た
こ
と
、
光
栄
に
思
い
ま
す
。

こ
の
お
話
が
誰
か
の
小
さ
な
出
会
い
の
一
つ
に

な
る
こ
と
が
で
き
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　

こ
の
度
は
小
川
未
明
文
学
賞
と
い
う
素
晴
ら

し
い
賞
を
い
た
だ
き
、
思
い
が
け
な
い
名
誉
に

驚
く
と
と
も
に
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

賞
を
い
た
だ
い
た
作
品
を
ご
覧
に
な
っ
た

方
々
の
中
に
は
、「
こ
の
作
品
は
ち
ょ
っ
と
ふ

ざ
け
過
ぎ
で
は
な
い
か
」
と
思
わ
れ
る
方
も
お

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
確
か
に
表
面
的
に
は
そ

ん
な
印
象
を
与
え
て
し
ま
う
作
品
で
す
。
主
人

公
の
悩
み
も
大
人
か
ら
見
れ
ば
取
る
に
足
ら
な

い
些
細
な
こ
と
で
す
が
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は

一
大
事
で
す
。
そ
の
一
大
事
を
ど
う
や
っ
て
解

決
す
れ
ば
い
い
の
か
、
主
人
公
は
真
剣
に
模
索

し
、
答
え
を
得
よ
う
と
し
ま
す
。
や
が
て
、
答

え
は
思
い
が
け
な
い
と
こ
ろ
か
ら
訪
れ
ま
す
。

そ
の
瞬
間
、
主
人
公
は
ひ
と
つ
成
長
し
た
の
で

す
。
子
ど
も
の
頃
の
些
細
な
悩
み
と
い
う
の
は

大
人
に
な
る
と
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
う
か
、

ど
う
で
も
よ
い
こ
と
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
ど
ん
な
に
些
細
な
こ
と
で
あ
っ

て
も
、
す
べ
て
の
子
ど
も
に
と
っ
て
初
め
て
経

験
す
る
こ
と
は
大
事
件
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
次

か
ら
次
に
乗
り
越
え
て
子
ど
も
は
大
人
に
な
っ

て
い
く
の
で
す
。

　

今
回
の
作
品
は
一
文
一
文
、
楽
し
み
な
が
ら

書
い
た
も
の
で
す
。
読
み
手
の
子
ど
も
た
ち
に

も
そ
の
楽
し
さ
が
伝
わ
る
と
い
い
な
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

＊
小
川
未
明
文
学
賞
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
小

川
未
明
文
学
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
31
回
小
川
未
明
文
学
賞
優
秀
賞
受
賞

　
　

藤
江
　
洋
一
さ
ん

　

優
秀
賞
作
品
「
そ
れ
で
え
え
ん
や
」
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未明童話の世界を感じよう　　11月26日（土）

出張おはなし会

研修会　　７月20日（水）

　小川未明と相馬御風の関係について
知るため、糸魚川市を訪ねました。相
馬御風記念館、相馬御風宅では、多く
の資料や文人との交流に感動しました。
　未明夫妻が糸魚川を訪問したときの
ことを御風は「この盟友との二十三年
目の会談は感激に終始した」と記して
おり、中学時代から生涯にわたっての
友人であった二人の、交流の深さを知
ることができた研修会でした。

（未明童話の会）

　「小川未明フェスティバル2022」の関連イベント
で、フェスティバルのテーマである、「黒い人と赤い
そり」をパネルシアターで楽しんでもらいました。
未明童話の小冊子プレゼントも好評でした。
会場：上越文化会館市民サロン

（お話の会うさぎ）

シャーフの会
 【北諏訪小学校放課後児童クラブ ８月８日】
　「赤いろうそくと人魚」などをおはなししました。
低・中学年が中心の子ども達でしたが、最後まで身を
のり出して聞いてくれました。

グループ空 【中郷小学校 ８月30日】
　未明の略歴の説明や、「野ばら」などの作品に真剣
に聴き入り、現代に通じるテーマだと感想を述べてく
れました。深く理解しようとする姿に、感激しました。

お話の会うさぎ 【保倉小学校 11月25日】
　パネルシアターで「三匹のあり」「黒い人と赤いそ
り」、OHCで「野ばら」を、5・6年生に聞いてもら
いました。おはなしだけでなく、パネルの作り方など
にも興味津々で、楽しい時間でした。

 

出
張
お
は
な
し
会
、
会
員
加
入
の
連
絡
先

　

上
越
市
文
化
振
興
課

　
　

 

上
越
市
木
田
１
－
１
－
３

　
　

 

電　

話 

０
２
５
－
５
２
０
－
５
６
２
８

　
　

 

Ｆ
Ａ
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０
２
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－
５
２
0
－
5
８
５
３
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・小川未明文学館おはなし会…全20回、延べ参加者187人
・出張おはなし会（市内小学校、放課後児童クラブ）…24か所、940人
・特別展おはなし会（文学館出会いのロビー）…参加者19人
・会員の研修会（研修旅行　糸魚川市）

令和４年度
の活動

19

特別展おはなし会　　10月23日（日）

文学館おはなし会　　毎月第２・第４日曜日 14時～

シャーフの会　11月27日

　「しいの実」「月とあざらし」
などのおはなしをしました。
「しいの実」の絵は、昨年亡く
なった元メンバーの方が描いて
くれたものです。子どもたちが
静かに聞いてくれました。

　作品名 　担当グループ 
①「三匹のあり」 お話の会うさぎ
②「ものぐさじじいの来世」 シャーフの会
③「山の上の木と雲の話」 グループ空
④「野ばら」 未明童話の会
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小
川
未
明
文
学
館
　
利
用
案
内

◆
開
館
時
間　

　

火
～
金
曜
日　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
７
時

　
　
　
　
　
　
　
　

（
６
～
９
月
は
午
後
８
時
ま
で
）

　

土
・
日
、
祝
日　

午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時

　
　
　
　
　
　
　

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

◆
休
館
日　

　

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）・

　

祝
日
の
翌
日
・
館
内
整
理
日
（
毎
月
第
３
木
曜
）・

　

資
料
整
理
期
間
・
年
末
年
始
（
12
／
29
～
１
／
３
）

◆
入
館
料　

無
料

◆
問
合
せ　

〒
９
４
３
－
０
８
３
５

　

新
潟
県
上
越
市
本
城
町
８
－
30
（
高
田
図
書
館
内
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
５
－
５
２
３
－
１
０
８
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
５
－
５
２
３
－
１
０
８
６

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

https://w
w

w
.city.joetsu.niigata.jp

5月13日㊏	 小川未明文学館こども祭

6～7月	 朗読研修会
	 6月17日㊏・6月24日㊏・7月1日㊏

10～12月	 山福朱実原画・吉田延絵画展
	 会期：10月7日㊏～12月24日㊐

	 第32回小川未明文学賞募集締切  
	 10月31日㊋

10～11月	 文学館講座
	 10月21日㊏・10月28日㊏・11月18日㊏

11月12日㊐	未明ゆかりの地モニターツアー

3月27日㊌ 	 第32回小川未明文学賞贈呈式（東京都）

　　未明ボランティアネットワークによるおはなし会
　　＊毎月第２・４日曜日の午後２時から文学館にて実施
　　＊学校等での出張おはなし会を随時実施

小川未明関係資料の収集について
ご協力のお願い

　小川未明文学館では、未明に関係す
る文学資料の収集を行っています。下
記の資料に関する情報をお持ちの方は、
ご連絡くださいますようお願いします。
資料の寄贈については、特定の場合
（すでに複数点を所蔵している資料
等）を除きお受けしますので、ご不明
の点はお問合せいただけると幸いです。

【主な収集資料】
１．特別資料
小川未明原稿、書簡、遺品、その他
自筆資料（短冊・書軸等）、写真（オ
リジナル）、小川未明関係者資料（未
明書簡、献本など）

２．図書
未明作品集（未明生前・没後刊行図
書）、全集・選集（未明作品を一部所
蔵した資料も含む）、初出雑誌（未明
作品掲載）、未明作品の外国語訳、絵
本・紙芝居

３．参考資料
未明に関する研究論文、エッセイ、
記事（雑誌・新聞等）

令和５年度　小川未明文学館カレンダー


